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「救トレ クラウド」を使ったトレーニング開催の流れをご紹介します。ここで例としますのはインストラクターと訓練受講者が同室にいるケースです。

インストラクターはトレーニングの様子を確認しながら、タブレットPCの「コントローラー」画面でトレーニングのシナリオを進めています。

トレーニング受講者は大型ディスプレイに映ってるバイタルサインの「モニター」画面を目や耳で確認しながら、訓練を進めています。

以下は、この例における開催のイメージ図です。

インストラクター

トレーニング受講者 インストラクターは
タブレットで
「コントローラーURL」
にアクセスしています

「モニター」用のPC

「モニター」用のPCは
「モニターURL」
にアクセスしています

「モニター」用の大型ディスプレイ

※ コントローラーURLの
 イメージです

１） 開催の流れ～例：インストラクターと訓練受講者が同一～

トレーニング用備品

HDMIケーブル
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２） 開催に必要なもの

１） 有効な「救トレ クラウド」のアカウント

→ アカウントの登録、マイページの利用方法については「クイックスタートガイド」をご参照ください

２） 開催トレーニング用のチケット

→ 開催ブース数および開催日数に必要な枚数を準備してください

３） 「コントローラー」用のデバイス

→ この例ではタブレットPCを利用します。パソコンやスマートフォンでも操作可能です。

４） 「モニター」用のデバイス

→ この例ではノートPC、大型ディスプレイとそれらを繋ぐHDMIケーブルを使います。タブレットを使うのもアリでしょう。

５） 開催場所での安定的なインターネット接続。Wi-Fiを利用して、利用デバイス(PC、タブレット等)をインターネットに接続します

(※開催場所において安定的なインターネット接続が難しい場合は、インターネット接続が不要な「救トレ ポータブル」がお勧めです)

６） トレーニングで利用する備品、任意のマネキンなど

https://qtr.emersim.jp/pdf/qtrcloud_quickstart.pdf
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３） 開催の準備 （開催の予約）

１） 開催の日程が決まりましたら、マイページで開催トレーニングを予約します

２） 予約した開催トレーニングの「コントローラーURL」、「モニターURL」を保存します

以下は３ブース同時に開催する場合におけるURL情報の例です。

例：トレーニングブース２

開催名：大量出血
開始日時：2021-12-24 8:30:00
終了日時：2021-12-25 8:30:00
コントローラーURL：https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/
モニターURL：https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/

例：トレーニングブース3

開催名：急性呼吸不全
開始日時：2021-12-24 8:30:00
終了日時：2021-12-25 8:30:00
コントローラーURL：https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/
モニターURL：https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/

例：トレーニングブース１

開催名：アナフィラキシー
開始日時：2021-12-24 8:30:00
終了日時：2021-12-25 8:30:00
コントローラーURL：https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/
モニターURL：https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/

※マイページは開催管理者のみがアクセスするものであり、
 インストラクターや受講者のアクセスは不要です。

「コントローラーURL」や「モニターURL」にアクセスするために、
マイページにログインする必要はありません。
単に左記のURLさえあれば、インターネット接続されているデ

バイス(パソコン、タブレット、スマートフォン等)からアクセスでき
ます。
開催管理者はインストラクターに「コントローラーURL」と「モニ

ターURL」のみ知らせればいいことになります。

開催管理者からインストラクターへのお知らせの仕方については、
「開催の準備（ 「コントローラーURL」、「モニターURL」の配付）」
として後述します。
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３） 開催の準備 （デバイス）

開催に必要なデバイスを準備します

インストラクター用の「コントローラー」デバイス

・ インストラクターが移動しながらトレーニングの様子を
確認できるように、移動の妨げにならないタブレットPC
を準備します(スマートフォンでも操作可能です)

・タブレットPCの標準ブラウザで
「コントローラーURL」にアクセスします

※ 開催前に「コントローラーURL」にアクセスすると、
開催時間外のエラーが表示されますが、開催時間になってから、
再度アクセスすると正常に表示されます

受講者用の「モニター」デバイス

・ 波形モニターが見やすいように大きめのディスプレイ
を準備します。また、ディスプレイに「モニター」画面を映
すために、簡単に移動できるノートPCを用意します。

・ノートPCのブラウザで
「モニターURL」にアクセスします

※ 開催前に「モニターURL」にアクセスすると、
開催時間外のエラーが表示されますが、開催時間になってから、
再度アクセスすると正常に表示されます
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３） 開催の準備（ 「コントローラーURL」、「モニターURL」の配付）

「コントローラーURL」と「モニターURL」をインストラクターにメール等でお知らせし、開催時に利用す
る各デバイスで利用出来るようにしておきます。

メール等でのおしらせ

メールなどを利用して「コントローラーURL」と「モニターURL」を
お知らせします。 開催時はこれらのURLに一般的なブラウザでア
クセスしてください。

「コントローラー」用デバイス向けの例文

「モニター」用デバイス向けの例文

※ 開催前に「コントローラーURL」、 「モニターURL」にアクセスすると、
開催時間外のエラーが表示されますが、開催時間になってからら、
再度アクセスすると正常に表示されます

開催名：アナフィラキシー
開始日時：2021-12-24 8:30:00
終了日時：2021-12-25 8:30:00
コントローラーURL：
https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/

開催名：アナフィラキシー
開始日時：2021-12-24 8:30:00
終了日時：2021-12-25 8:30:00
モニターURL：
https://c01.emersim.jp/xxxxxxxxxx/

Tips2：お知らせに際してはメール以外のチャットなど何の
ツールを使っても問題ありませんが、Facebook Messengerな
ど一部のツールでは内部的にURLが書き換えられるためにアク
セスできないなどのトラブルになりがちです。そういったツー
ルを転送に使わないように御留意下さい。

Tips3：URLのお知らせはそのままお知らせしてもよいですし、
QRコードへの変換サイト等の利用に慣れていらっしゃる方は
QRコードに変換して配付するのもよいでしょう。

Tips1：マイページにて開催予約をする画面の「開催トレーニ
ング一覧」の下の方に

というボタンがあります。このボタンを押すことで開催予定
のお知らせがコピーされた状態になりますのでメールソフト
等で「貼り付け」をすると便利です
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３） 開催の準備（インストラクターによる利用方法の把握）

１） インストラクターが初めて「救トレ クラウド」を利用される場合は、

「ユーザーマニュアル」の確認をお勧めいたします。

「コントローラー」の操作方法、「モニター」との連携について理解していただくと、

開催進行はよりスムーズになります。

２） 事前にコントローラーの操作を確認するために、マイページでテスト用の開催を予約し、

インストラクターが「コントローラーURL」、「モニターURL」にアクセスして試用してみることをお勧めします。

実際に試すことで、シナリオトレーニングの進め方や「救トレ クラウド」の使い方について理解を深めることが

できます。

https://qtr.emersim.jp/pdf/qtrcloud_manual.pdf
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４） 開催実施

１）  「コントローラー」用タブレットで「コントローラーURL」にアクセスできることを確認し、

インストラクターにタブレットを提供します

２） 「モニター」用ノートPCで「モニターURL」にアクセスできることを確認し、

大型ディスプレイと接続し、「モニター」画面が映ってることを確認します

３） 「コントローラー」と「モニター」が正常に動作していることを確認します

４） インストラクター、受講者、トレーニング用備品がそろいましたら、

いよいよ開催開始！

→ 開催のイメージの通りの開催が可能となります！
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